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＜連絡事項＞
・防水シーツが汚れた場合は、私物発注伝票で患者様の名前を書いて出し、汚染寝具交換伝票には書かないで出します。汚染寝具交換伝票は今まで通りです。
・水道バルブ、乾燥機コンセント不具合があり、本日修理しています。
＜患者様連絡事項＞
・折笠　健太郎様～6/4　13：30～区分認定調査あります。
・千葉　光弘様～たいよう総合法律事務所の小西様に連絡しています。本人よりマイナンバーの更新の件について依頼したい事と、母様関係の書類、小遣い銭1.500円も欲しいとの事を含め来院をお願いしています。6/4　10時に来院する予定です。事前に医事に日にちと時間伝え病棟に連絡を依頼しています。
・佐々木　淳様～主治医説明において、任意入院同意書、本人様から書いて頂いています。
＜要注目患者様＞
・高柳　和子様～昨日の準夜帯、話同室者へ「薬の時間です、飲んできてください」と話しかけあり。同室者から毎日声をかけられる事への苦情聞かれています。  服薬の時間は個人で異なるため声はかけなくて良い事を説明に無言となっているが 夜間は休まれています。日中も食事は移動でき摂取しています。昼食後薬時、声掛けに発語なく動作が止まり介入にて服用していた。おやつの準備をして飲食を進めるも指示的動作出来ずに時間を開けて話しかけに同室者の不満等を喋る様になってから介入により飲食も出来ています。徐々に疎通も一部欠損するが取れるようになっています。引き続き精神症状の変化、言動を観察していきます。
・内田　都影様～昨日準夜帯「便が出ようと思っても出らさないんだよ」と訴える。

排便-4日　ピコスルファートＮａ15滴内服。軽度の眩暈訴え介助求める事があります。妄想発言も聞かれません。午前中、作業へ最後まで参加する事が出来ています。プログラム参加等の声掛けに眩暈があると話す為、眩暈の程度等を見極め関わっていきます。
・滝田　英人様～ 昨日の準夜帯、就床前薬内服の声掛けにも覚醒出来ず再三声掛けに、「水持ってきてくれ」と話し、自室にて介助で服薬しています。幻聴に左右され声高となり、叫んだりして睡眠のコントロールが不安定となっています。日中は幻聴に左右され声高の独語と現実的な発言聞かれています。
＜安ヶ平Drケース・診察情報、退院支援委員会＞

・上村　みわ様～日課等へはきちんと参加出来ており、服薬・睡眠も良く眩暈もないとの事。血圧の変動見られています。5/18拒食見られています。理由問うと「ぶたになるから」と話しています。服薬拒否はなく経過。診察時も妄想に左右された発言多いです。退院先は施設としているが、家族は非協力的です。
・滝田　英人様～幻聴に左右された言動聞かれ、準夜帯～深夜帯にかけて叫び、睡眠のコントロールが出来ずにいます。日課やプログラム等、スタッフの声掛けを要する事はあります。陽性症状活発であり、施設対応困難な状況です。
・坂本　のり子様～集団生活に伴うルールが守れず他者に対する迷惑行為あり。スタッフの目を抜いて病棟を離れていく事あり所在確認していく。（妄想、強迫観念）施設入所の方向であるが保護者は遠方にいる。

・沼端　恵子様～廊下往復しながら声高で放歌や、独語しながらホールと廊下の行き来が見られていますが、対応にも不機嫌者ありません。OT中は、トイレ行かれる事が多く集中出来ずにいます。夜間は、不眠時）頓服薬を服用する事はあります。夜間帯の尿失禁が多く見られています。
・中川原　義雄様～行動の荒さは落ち着いており夜間の睡眠もとれています。プログラムにも、作業療法にも取り組まれています。自宅に向けての確認事項を習慣づけ、外出訓練に向け支援コロナの為延期中（開始になったら予定表・家族連絡）。

＜馬渡Drケース・診察情報、退院支援＞

・佐々木　淳様～身体障害者手帳収得頂きたい旨、ご家族様へ連絡している。歩行車の押し方が危なく他者へぶつかりそうになっている。声掛け要している。薬剤調整後からジスキネジアが目立つようになってきていたが、先々週の診察で増薬によるジスキネジアが考えられる。精神症状は落ち着いている為、このまま様子観察し、嚥下状態も観察し悪化見られない場合は報告する事となっている。今現在嚥下状態の悪化はない。八太郎山療護園申し込み中であり、外出訓練を行う予定です。（コロナの為延期中）　

・原　吉郎様～4/17～エンシュア・リキッド1本1×朝で摂取されている。体重は以後も
49㎏で経過している。今後、エンシュアを2本にして頂き、1×朝とオヤツ
時に考えているので主治医に2本にしてもらうようにしていく。相い変わ
　　　　　　らずなんとなく調子が悪いといったあいまいな訴えは聞かれています
が、朝食の量は以前より増えています。幻聴は残存しているようであるが、悪化はありません。一時青山荘方向で体験したが、キザミ食の為、本人は体験も拒否されている状況。施設への退院に向け、動機付けが必要です。
・戸賀沢　潔様～5/21向い女性部屋に入っていったと他患者様より情報あり、佐々木悦子がいるか確認しに否定していたが認めている。自分のコーヒーを10杯返せば言いと反省している様子はなく３月～治験予定だったが非該当となっています。今後の方向性は検討中です。
＜皮膚科診察＞
・畑中　成夫様～顔面膿疱（右）臀部発赤膿疱　ゲンタイシン1本処方。

・鈴木　知子様～左足背、発赤白癬。テルビナフィンクリーム1本処方。

・原　吉郎様～頚部治癒。

・齊藤　光枝様～臀部治癒。背部継続、ゲンタマイシン軟膏1本処方。
　　　　　　　
